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生体表面における物質移動を理解するためには、

ゲル表面を液体が濡れ広がるプロセスを理解するこ

とが必要である。舌、鼻、小腸など、生体表面の多く

は、粘膜で覆われた凸凹表面だからである。特に水

の中に細かい油滴が分散したエマルションの挙動は

興味深い。油滴の存在が濡れのダイナミクスに影響

を及ぼすことが予想される。われわれは、水中にオ

レイン酸の油滴が分散した O/Wエマルションが寒天

ゲル上を濡れ広がる様子を高速撮影した１)。 

4wt%寒天水溶液を冷却・固化して平らな寒天ゲ

ルを得た。オレイン酸とイオン交換水の混合物に超

音波を 600秒照射して O/Wエマルションを調製した。

このエマルションのメジアン径は 200～400nmであっ

た。エマルション 0.5µLを寒天ゲル上に滴下した時

の接触角の経時変化を，高速カメラ付き接触角計と

光学顕微鏡で観察した。 

図 1に水と 1wt%のオレイン酸を分散したエマルションが平らな寒天ゲル上を濡れ広がる様子を示

す。O/Wエマルションの方が滴下後 150および 1500msにおけるレンズの厚みは厚かった。この時、

液滴のエッジ部にオレイン酸の油滴が集まっている様子が顕微鏡により観察された。O/Wエマルショ

ンの乾燥後にはコーヒーリング様の痕跡が残留した。また、0.001~1wt%のオレイン酸を含む O/Wエ

マルションでは、濡れ広がりの過程で液滴のエッジが揺らぐ現象が観察された。これは表面張力勾

配によるマランゴニ対流によって喚起されたものと思われる。図 2に、平らな寒天ゲル上での接触角

θDの経時変化を示す。ここで、時間 t∝θD
－xとしたときの乗数 xは、濡れ広がりの速度を反映してい

る。0.1wt%以上の O/Wエマルションでイオン交換水よりも xが小さくなった。これらの結果はオーダリ

ングした油滴によって濡れ広がりの流れがせき止められ、濡れが抑制されたことを示している。 
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We have investigated the spreading process of oil-in-water emulsions containing oleic acid droplets 

on flat agar gel surfaces. Significant spreading inhibition owing to local condensation of oil droplets 

is observed on flat agar gel surfaces. 

Fig. 1 High speed images of O/W emulsion 

(a) and water on agar gel surfaces (b). 

Fig. 2 Temporal change of contact angle of 
O/W emulsion and water. 


